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一、はじめに 

本市は和歌山県の紀の川流域に位置しており、平成１８年４月１日に単独での市制を施行しました。 

下水道事業は、健康で快適な生活を営み、良好な環境を確保するうえで欠かすことのできないインフラとしての

公共下水道の整備、普及促進の実現を目的とし、紀の川中流流域下水道（那賀処理区）関連の公共下水道として平

成１３年度から事業着手し、平成２０年度より一部地域で供用開始されている。 

このような状況の中、更なる公共下水道事業の促進をめざすため、中長期的な経営の基本計画である「経営戦略」

を策定するものである。 

 

二、公共下水道事業 

１．事業概要 

(1) 事業の現況 

① 施設 

供用開始年度 

（供用開始後年数） 

平成 20年度 

（供用開始後 8 年） 

法適（全部適用・一部適用） 

非適の区分 

非適 

（平成 32 年 4 月 1 日から地方公

営企業法の適用を予定） 

処理区域内人口密度 
41.7人／ha 

(平成 27 年度末現在) 

流域下水道等への 

接続の有無 

有 

※ 和歌山県が運営する流域下

水道に接続しています。 

処理区数 
1 那賀処理区 

 

処理場数 
なし 

（公共下水道に排出される汚水は全て流域下水道の浄化センターで処理しています。） 

広域化の実施状況 
 広域化については、岩出市の公共下水道事業は当初から流域下水道に接続しています。 

  

 

② 使用料 

一般家庭用使用料体系

の概要・考え方 

基本水量制及び累進使用料制（２段階累進） 

基本料金 2 ヶ月あたり 20 ㎥まで 2,160 円（税込） 

超過料金 20 ㎥を超えて 60 ㎥まで 1 ㎥あたり 174 円（税込） 

     60 ㎥を超え 1 ㎥あたり 200 円（税込） 

業務用使用料体系の 

概要・考え方 

なし 

その他の使用料体系の 

概要・考え方 

なし 

条例上の使用料*1 

（２０㎥あたり） 

※過去３年度分を記載 

平成 25 年度 2,775 円 実質的な使用料*2 

（２０㎥あたり） 

※過去３年度分を記載 

平成 25 年度 2,880 円 

平成 26 年度 2,820 円 平成 26 年度 2,958 円 

平成 27 年度 2,820 円 平成 27 年度 2,977 円 

*1 条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。 

*2 実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業

務用を含む）をいう。 
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③ 組織 

職員数 下水道事業会計・料金・維持管理担当 5 名 

下水道事業整備計画・施工担当 10 名 

事業運営組織  

上下水道業務課      総務係 

上下水道局                   下水道係 

下水道工務課       下水道係 

 

(2) 民間活力の活用 

民間活用の状況 ア 民間委託 

    

発注者支援業務委託 

設計積算資料整理業務委託 

マンホールポンプ保守点検業務委託 

下水道管理システム保守業務委託 

公共下水道水質検査業務委託 
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(3) 経営比較分析表を活用した現状分析 
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２．経営の基本方針 

岩出市の公共下水道は分流式を採用しており、汚水処理のみとなっております。快適で衛生的な生活と河川等の

良好な水質による自然環境の保全を図るため、下水道の整備を進め、住んでよかったと思えるまちづくりの実現に

向け、あらゆる機会を通して市民への啓発に取り組み普及促進に努めます。 

また、将来にわたり安定した下水道サービスを提供するため、効率的な下水道整備への投資と維持管理を行い、

特に整備区域での下水道への接続を促すように市民の理解を広げ、下水道経営の健全化を図ります。 

 

３．投資・財政計画（収支計画） 

(1) 投資・財政計画（収支計画） 

別紙のとおり 

 

(2) 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

① 収支計画のうち投資についての説明 

管渠の整備計画については、現在取得している認可区域 690.9ha（対計画人口普及率 49％）を平成 31 年度の完

成(平成 27 年度末現在で 505ha 整備済）を目標に進めています。今後の整備計画は、避難所や災害拠点などの公共

性の高い施設、効率的な整備が図れる比較的密集している住宅地、早期整備が有利である流域下水道幹線沿いの区

域などに配慮し、平成 29 年度に新たな認可計画を立て、投資の平準化を図りながら平成 42 年度の事業完了を目指

します。 

また、県事業である流域下水道事業の建設負担金については、平成 32 年度以降の事業縮小を見込んで計上してい

ます。 

なお、本市の下水道事業は供用開始経過 8 年であるため、本計画の期間内に改築更新を見込んでおりません。 

 

② 収支計画のうち財源についての説明 

使用料収入については、実績を基に今後の接続人口を考慮して算出しています。 

受益者負担金については、今後の接続戸数を考慮して算出しています。 

国庫補助金及び地方債については、今後の整備計画を基に歳入額を算出しています。 

一般会計からの繰入金に関しては、収支の均衡を図るため財源不足分を算出しています。 

 

③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

職員給与費については、現状の職員数 15 名分を基に平成 31 年度分からは企業会計の導入に伴い 1 名の増で算出

しています。 

維持管理負担金については、将来予測される有収水量を基に算出しています。 

修繕費については、突発的な経費を含め実績を基に算出しています。 

委託料については、企業会計の導入に伴う経費や維持管理に係る保守経費の増加分を見込んで算出しています。 
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(3) 投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

 

① 今後の投資についての考え方・検討状況 

投資の平準化に関する事項 まだ整備途上であるため今後、しばらくは地方債残高の増加を見込んで

います。事業費は平成 31 年度までは現認可取得区域の完成を目指した計画

となっており、平成 32 年度以降は平成 42 年度の事業完了を目指した計画

となっています。 

また、平成 20 年度供用開始からまだ 8 年であるため本計画期間中に耐用

年数を超過する管渠はありませんが、将来的には管渠の更新費用が大きく

なっていくことが予想されます。更新の際には、アセットマネジメントを

活用し、投資費用の平準化に努めます。 

 

② 今後の財源についての考え方・検討状況 

起債に関する事項  まだ整備途上であるため、起債は重要な財源として引き続き借入をしてい

くが、借入先や返済方法、返済年数を検討し償還の平準化に努めます。 

 

③ 投資以外の経費についての考え方・検討状況 

民間活力の活用に関する事項 

（包括的民間委託等の民間委託、指定

管理者制度、PPP/PFI など） 

 管渠施設の維持管理について、より安全に、効率的に管理業務が行える

ように、民間委託を引き続き活用していきます。 

職員給与費に関する事項  市全体の財政状況や経済情勢により整備事業量が変動すると予想され

ます。事業規模や業務内容を把握し、職員数と業務量の整合性を精査し、

人員の適正化に努めます。 

動力費、薬品費に関する事項  汚水は全て和歌山県が運営する流域下水道処理施設での処理となるた

め、動力費や薬品費については、まとめて負担金として県に支払っていま

す。県に対して処理場を効率的に運用するよう要望し、負担金の縮減に努

めます。 

修繕費に関する事項  平成 20 年度供用開始から 8 年経過となることから本計画期間中に耐用

年数を超過する管渠はありませんが、将来的には管渠の修繕費用が大きく

なっていくことが予想されます。企業会計導入後に固定資産台帳等を活用

し、修繕に要する費用の平準化に努めます。 

委託費に関する事項  現在、市内 10 箇所のマンホールポンプについて保守点検委託を行って

いるが、今後、主要な管渠についても定期的な点検を行い計画的な施設管

理が実施できるよう検討していきます。 

その他の取組  供用開始区域については 3 年以内の接続の助成金制度を活用し、接続率

向上のための未接続世帯への戸別訪問等の実施など、継続的な普及促進活

動の強化に努めます。 
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４．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 

経営戦略の事後検証、 

更新等に関する事項 

 経営戦略については、５年ごとの見直しを行います。 

 また平成 32 年 4 月に公営企業法の適用を予定しているため、適用後、収支計画を中心

とした見直しを行う予定です。 

 その後も財政条件など大幅な変更があった場合については、計画等見直しを行います。

経営状況を把握し、事業の効率化、健全化に取り組みます。 
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（別紙）公共下水道事業投資・財政計画 
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